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　弘前大学は、昭和24年5月31日に
創立されて以来、今年で満60年にな
りました。本日、その創立60周年記
念式典を挙行するに当たり御案内致し
ましたところ、文部科学事務次官 銭
谷眞美殿、青森県知事 三村申吾殿、
弘前市長 相馬 一殿、本県選出国会
議員の方々他、各界の多数のご来賓各
位のご臨席を賜りました。御来賓方々
のご臨席を大変光栄に存じ、衷心より
厚く御礼を申し上げます。
　弘前大学の創立から今日までの経緯
と、これからの弘前大学についての決
意を申し上げたいと思います。
　弘前大学は、旧制弘前高等学校、青
森師範学校、青森青年師範学校、青森
医学専門学校及び弘前医科大学を包括
校とし、文理学部、教育学部と医学部
の三学部から成る大学として昭和24

年創立されました。
　しかし、弘前大学をはじめとして新
制の国立大学は、第二次世界大戦直後
のことで、その体制をつくることに大

変な苦労を致しました。特に弘前大学
は、その包括校の青森師範学校と青森
医学専門学校とが、終戦直前に青森市
で戦災にあって全焼し、弘前市のご好
意により、この弘前市に移転してきた
直後であり、老朽化していた旧制弘前
高等学校校舎、旧小学校校舎、旧陸軍
の兵舎等を校舎としての出発でありま
した。
　その後は、全国の国立大学がそうで
あったように、本学も戦後の疲弊した
国土の中で、老朽化した校舎や教育・
研究機材の不足などの困難を、当時の
文部省のご指導と地域のご支援の下
に、歴代の学長を中心に教職員の努力
により乗り越えてきました。この間、
本学は、三度にわたる火災と附属病院
の病室の一部が水没するという水害と
に見舞われ、また地震の被害もうけま
した。全国を風靡した大学紛争では、
授業ボイコット、校舎の封鎖や警官隊
の導入などもありました。
　こうした状況の中で、本学は青森県

内唯一の国立大学として少しずつ発展
してきました。平成3年の大学設置基
準の大綱化の下に、教養部の廃止に端
を発した本学の大改革が始まり、学部
間のシャッフルを経て、現在の体制、
即ち、学部と大学院の学生の総収容定
員6,561名を擁する、人文学部、教育
学部、保健学科を含む医学部、理工学
部、そして農学生命科学部の5学部と、
それぞれに直結した大学院修士または
博士課程と独立専攻の大学院地域社会
研究科とからなる7大学院という完成
度の高い中規模総合大学としての体制
ができあがりました。
　平成16年4月、全国の国立大学は
一斉に設置形態を変えて国立大学法人
化されました。国立大学法人化は言う
までもなく、国の直接的管理を離れ
て、一法人として自主・自律性を高め
て自らが管理運営することでありま
す。しかし、地方大学としての弘前大
学は、大学の持つ固有の資源に関する
大学間格差と、地域の経済産業等の基
盤に関する地域間格差とを背負っての
出発でした。国立大学法人化の折、本
学は教育と研究と社会貢献の3本柱を
第一期の中期目標・中期計画に掲げま
した。本学は地元青森県を始めとする
地域の自治体や企業等との包括協定を
結び、これらの支援と文部科学省の強
力な支援の下に努力した結果、その第
一期中期目標・中期計画の実績評価に
つきましては、この国立大学法人化後
大きく発展したと一定の評価を得るに
至りました。
　今、弘前大学は第二期中期目標・中
期計画を策定中ですが、本学は本学の
立地する青森県の特性を踏まえて、地
域に根ざした教育と研究を土台に、地
域社会の求める人材育成、そして世界
に羽ばたく人材を育成するという方針
が立てられています。即ち、青森県の
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エネルギー基地としての一翼を担うべ
く青森市内に新設された “北日本新エ
ネルギー研究センター”、これを中心
とした自然エネルギー、世界自然遺産
白神の近くに設置された我国最大規模
の植物園 “白神自然観察園”、これを中
心とした地球温暖化・環境保全、文部
科学省と青森県の強力な支援の下に立
ち上がった我国初の緊急被ばく医療を
担う “高度救命救急センター”、これを
中心とした先進医療と地域医療、弘前
大学構内に設置され我国最長のフー
コーの振り子を持つ “サイエンス・
パーク”と、これを中心とした小中高
生の理科振興、食糧基地としての青森
県を土台としての食育と食の安全、こ
れらの5つのテーマを基本の柱とした
本学の、第二期中期計画をたてること
にしています。
　今年の創立60周年は、人間でいう
還暦であり、国立大学法人第一期中期
目標の評価を受けて第二期へ向けての
ステップであります。
　この創立60周年記念事業は、学外
に青森県三村申吾知事を名誉顧問、吉
田豊前弘前大学長を会長、弘前大学同
窓会 三上巽会長と弘前大学後援会 石
戸谷忻一会長を副会長とする、弘前大
学創立60周年記念事業後援会が設立
され、この創立60周年記念事業を強
力に支援していただきました。心から
の御礼を申し上げます。
　創立60周年記念事業については、
後にその詳細が報告されますが、主な
ことを御紹介致しますと、本日のこの
創立60周年記念事業は、記念式典を
始めとして “学生参加”ということを中
心にして進んでまいりました。創立
60周年記念歌の制作、創立60周年記
念誌等の他に、本学文京町キャンパス
内に産学官連携事業の拠点となる総合
ビル “コラボ弘大”が建設され、この一

階エントランスホールには、日展審査
員であり我国の金工の第一人者である
東京藝術大学長 宮田亮平先生により、
記念モニュメントとして、金工作品
“幸せのリング”が作製され、先程宮田
先生の手により除幕式が行われまし
た。宮田先生には本日の式典後の記念
学術講演もお願いしてあります。
　今年は本県の生んだ太宰治氏の生誕
100年にも当たり、同氏は本学の前
身・旧制弘前高等学校の卒業生でもあ
りますので、この創立60周年記念事
業に合わせて、太宰治氏にゆかりのあ
る本学構内の旧制弘前高等学校外国人
教師館の脇に文学碑を建立し、先程除
幕式がとり行われました。
　弘前大学は、昭和24年3学部から
なる小さな地方の大学として発足しま
したが、文部科学省、地元青森県及び
弘前市の支援と、本学の先人達の血の
にじむような努力の積み重ねにより、
今日の姿にまで発展してまいりまし
た。これまで本学の発展を支え、応援
してこられた方々に、衷心から厚く御
礼申し上げます。
　この創立60周年記念式典を迎えて
みると、明らかに第二期中期目標への
確固たる自信が生まれてきた様に思い
ます。これからは、弘前大学のモッ
トーである “世界に発信し、地域と共
に創造する 弘前大学”を、より一層高
くかかげて邁進致しますので、一層の
御支援をお願い致します。この決意を
新たにして、式辞と致します。

　平成21年6月6日
                                  

　　　国立大学法人 弘前大学
学長　遠　藤　正　彦　
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　私たちの弘前大学は、この5月31日、
創立60周年を迎えました。
　誠におめでとうございます。弘前大
学の学生を代表いたしまして、ここに、
お祝いの言葉を述べさせていただきた
いと思います。
　現在、私は、北東北の国立総合大学
として、昭和24年の創設から、5万2

千人を超える卒業生を社会に送り出
し、60年という長い歴史と伝統に支
えられ、豊かな自然に恵まれたこの弘
前大学に学んでいることを、誇りに思
うとともに、大きい喜びを感じており
ます。
　私は、2年前に初めて、この弘前の
地に参りました。弘前の人々の穏やか
さや温かさに触れ、ここで4年間を過
ごすことに、期待で胸が高鳴ったのを
よく覚えています。弘前は、四季の移
り変わりを実感できる自然に囲まれて
おり、ここに流れている穏やかな時間
が、私は大好きで、安心します。
　大学では、中学や高校とは異なった

専門的な勉学をすることで、視野が広
がったと感じます。幅広い分野の学習
とともに、自分の興味のあることにつ
いても、十分、深く学ぶことのできる
弘前大学の環境は、素晴らしいと思い
ます。
　また、たくさんの部活やサークルが
あり、課外活動が活発なので、多くの
学生が充実した学生生活を送っており
ます。私は、今年から就職活動が始ま
りますが、この弘前大学で学んだこと
を誇りとして、自信を持ってアピール
することが出来ると思います。
　また私は、弘前大学学祭本部実行委
員会委員として、2年間弘大祭に深く
関わって参りました。その中で弘大祭
が、多くの地域の方々から、どんなに
楽しみにされていて、期待されている
かを実感しました。これが、60年と
いう長い年月の中で弘前大学が作り上
げてきた、「地域に密着した大学」とし
ての伝統なのだなと、しみじみ感じま
した。弘前大学とともに、弘大祭も今

年で60回目を迎えます。今年は例年
以上に学生・地域が一体となった素晴
らしい総合文化祭になることでしょ
う。
　弘前大学は、今、この創立60周年
を節目に、また新たな改革へと踏み出
そうとしていると伺っております。そ
れは、地域の特性を生かした教育・研
究・社会貢献の推進と、人材育成、そ
して、さらにそれらをもって、国際社
会の発展に寄与する、というものであ
ります。
　私は、弘前大学の60年の歴史と伝統
の上に、さらに新しい時代へ向けての
改革を進めているこの時期に在学して
いることの喜びを感じるとともに、「我
が弘大」を誇りに思い、私たち学生も、
それに参加したいと思っております。
　弘前大学が、地域に開かれた大学と
して、いっそうの発展を願うとともに、
21世紀の北東北に、そして日本に、
さらに国際社会へと、新しい創造的実
践を通して、学術、文化への貢献を果
たしつつ発展して行く「弘大」であら
んことを、心から祈念いたしまして、
祝辞とさせていただきます。

　平成21年6月6日
                                    
　　　　　弘前大学　人文学部
　　　　　人間文化課程3年

萩　原　有希子　

学生代表 祝辞学生代表 祝辞
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応募のきっかけ
　私は夜ともなれば、週に2～ 3回カ
ラオケに行く習慣が20年以上続いて
います。
　そのカラオケ画面に、満開の桜やり
んご園を擁した、美しい岩木山の風景
が絶えず出て参ります。
　それは、津軽の歌が如何に多くあり、
如何によく歌われているかと言うこと
であって、一晩に3～ 4曲は出てくるの
が普通です。
　「津軽海峡冬景色」、「ソーラン渡り

鳥」、「津軽慕情」、「竹山物語」等々の外、
最近では「津軽の春」にも、確か岩木山
を望む画像が出ていたのではないかと
思います。
　私はいつの間にか、岩木山を中心と
した弘前市の姿に、すっかり魅了されて
しまっていたのです。
　丁度その頃、「記念歌募集」を知り、
応募する気になったものです。
作品完成への苦吟
　弘前大学ホームページ、市勢要覧、観
光パンフなどを参考に、詩作に取り組
みました。
　神々しい名山の風景に惚れて、熱病
に罹ったように取り組んでみても、納得
のいくものは容易に出来るものではあ
りませんでした。
　何が足りないのか、心を満たしきらな
いのです。今一つの処を越えることが
出来ず、とうとう諦めてしまいました。
　期限ぎりぎりになって、「孟母断機の
教え」の通り、途中で投げ出したので
は、その間の努力と人生は無駄に帰す

と痛感した時、忽然として想起するもの
がありました。
　それは、我流囲碁必勝法の1つの項
目、「進退窮まって道あり」でした。
　そうだ、困り抜いてこそ道は開け、物
は成るのだ。苦吟を経ずしては何物も
成らないのだと悟り、再挑戦の上完成
させたのでした。
憧れの弘前への旅
　家内と娘を伴っての、片道11時間の
弘前への列車の旅は、快適そのもので
した。
　弘前の街は想像していた通り、格調
高い雄姿を湛える歴史と伝統の都市で
した。
　記念式典、記念歌披露、そして祝賀会
は厳粛かつ華やかに催され、ご招待を
戴いた私共3人は感激し、実に感銘深
いものでした。
　終わりに、弘前大学の益々のご発展
と、皆々様のご健勝、ご多幸を心よりご
祈念いたしながら、筆を擱きたいと思
います。ありがとうございました。

60周年記念歌60周年記念歌

　「岩木の高嶺　仰ぐたび…」作詞さ
れた辻さんの歌詞を「すばらしいなあ
…」と何度も読んでいるうちに、自然
に旋律が浮かんできました。
　私の曲作りはいつも大変速く、今回
もレコーディングまでわずか２週間で
した。でも、曲を作っている期間は精神
的にとてもキツイです。寝ても覚めて
も、食事の用意の時も運転中も、ずっと
曲の事ばかり考えています。いわば、完
成するまでの産みの苦しみのようなも
のです。加えて、我が家には子供が二
人。特に上の子は１７才ですが、障がい

があり、食事もトイレもすべて私の介
助なしではできません。曲作りの２週
間は、わたしにとって曲限 !?（笑）ま
さに極限状態でした。
　今回の楽曲作りでとても悩んだの
は、応募要項にあった「誰もが口ずさ
める曲」というところでした。旋律的
には、難しくてはいけないけれど、記念
歌というからにはお祝いの華やかさ
と、大学６０周年の重み、格調の高さも
欲しい。さらには、式典当日に合唱と
オーケストラで演奏していただく事を
考えると、どんな曲が似合うのか…。
　出来上がった楽曲は、費やした時間
は短くとも、考え抜いて、たくさんのこ
だわりを持って作った曲になりまし
た。
　特に自分が気に入ってるのは、歌詞
のサビ「今　弘大６０年」の部分。歌詞
にふさわしくそれを讃え、勇壮さも感
じられる旋律が出来ました。
　もうひとつ、実は間奏のところ。名曲
「りんごのひとりごと」（♪わたしは
真っ赤なりんごです　お国は寒い北の

国～）の「りんご　かわいい　ひとり
ごと」の部分を模した旋律になってい
ます。誰か気づいてくれるかな…と
思っておりましたら、式典では安達先
生の編曲によって、オケがそれは見事
に朗々と歌い上げてくれました。大変
嬉しく、感激いたしました！
　式典当日、あいにく主人は出席でき
ませんでしたが、２人の子供と両親と
で、オケと合唱団の演奏に感動を分か
ち合いました。障がいを持つ娘は言葉
は話せませんが、曲作りをずっとそば
で見てきているので、ダイナミックに
アレンジされた曲の演奏に、手が痛く
なる程拍手を送っていたようです。
　今回、素晴らしい式典にこのような
形で出席できて、本当に幸せでした。ま
た、曲のアレンジをして下さった安達
先生はじめ、合唱団、オケのみなさんに
は心からお礼申し上げます。弘前大学
とのこのご縁を誇りに思います。
　ちなみに、私は弘前から帰ってきて、
早速、太宰治の「富嶽百景」を読み直し
ました…。（笑）

私の楽曲作りと式典に参加して

舘　内　聖　美

憧れの60周年記念式典

辻　　　　茂
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　弘前大学創立60周年記念事業として6月6日（土）におこなわれた「太宰治記念碑除幕式」、「コラボ弘大施設披露及び金工作
品除幕式」及び「記念式典」において学生37名がこの式典のために用意されたＴシャツを着用し、ボランティア活動を行いました。
　当日は、受付や式での補助をおこなったほか、午後から実施された記念式典では、記念品の袋詰めや式典出席者の場内誘導を
行いました。

弘前大学創立６０周年記念式典学生ボランティアが参加弘前大学創立６０周年記念式典学生ボランティアが参加
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式典ボランティア式典ボランティア
たります。この記念の年に私は学生と
して在籍し、記念式典のボランティア
スタッフとして参加いたしました。普
段はテレビや新聞でお見かけする著名
人もたくさんいらっしゃって、本当に
貴重な体験ができました。
　ボランティアスタッフとしての私の
仕事は明るく大きな声であいさつを
し、指定された座席までご案内すると
いうものでしたが、大切な式典の玄関
口を任されているという責任感はとて
も大きなものでした。このような式典
に大学生が参加することはほとんどな
いので、その緊張感も同時に味わいま
した。

　式典に参加したことで、大学が60

周年を迎えることはとても長い道のり
で、大きな意味をもっているのだと実
感しました。また特別講演会として東
京芸術大の宮田学長先生によるお話を
聞くこともできました。60周年記念
会館にあるイルカのモニュメントに対
する想いも大変伝わってきました。
　ボランティアスタッフとして記念式
典に参加できたことは、私の大学生活
のなかでも本当に貴重な思い出となり
ました。これからも弘前大学の一学生
として誇りを持ち、今後の大学生活も
満喫していきたいです。

農学生命科学部
室　崎　文美子

　今年で弘前大学は60周年を迎えま
した。ひとで言うとちょうど還暦にあ
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　弘前大学人文学部経済学科を卒業し
たのが昭和５４年3月、それからちょ
うど３０年が過ぎた。
　今年8月、卒業３０年（就職して３０
年）を記念して、札幌市で同期会が行
われた。卒業後初めて再会した人も多

卒業生の声卒業生の声

弘前大学時代の思い出

　私が弘前大学教育学部に入学した年
は大学紛争の盛んな頃で、東大入試が
なかった。その当時1年生は教養課程
に在籍していたが、１年次の後半には
授業が成り立たなかった。後期末試験
ができない状態で全員2年次への進級
が危ぶまれたが、どのようにして皆進
級できたのか定かではない。本部事務
局の建物が学生に占拠され、排除のた
めに機動隊が突入するなど、前代未聞
の事態が多々あった。現在の大学会館
付近には図書館が入った木造の建物が
あった。そこへは放課後、部活の練習
に通った覚えがあり、講義棟の一部が
図書館になっていたのだろう。同様に
現在の図書館の西端付近には生協の書
籍部の小さな建物があった。棚の本も

卒業生の声卒業生の声

私の大学時代

く、３０年前の面影が微かに残ってい
る程度で、髪、腹の量（？）の変化率
が高く、思い出すまでかなりの時間を
要する人もかなりいた。
　久し振りということもあり、当日は
最近の弘前市内の思い出の場所や、弘
前大学キャンパスの写真で大いに盛り
上がり、弘前大学に４年間在籍してい
た頃の話題でもちきりとなった。
　さて、私は昭和５０年４月に弘前大
学人文学部に入学したが、経済学科は
１０５名で、当時はまだ受験が二期に
別れており、授業料は年間３６，０００
円の時代であった。
　その頃の学生の出身地は北海道が圧
倒的に多く、次に岩手県、宮城県で
あったと思う。私は地元の弘前南高校
出身であるが、当時は経済学科の中で

津軽弁を使う学生が１０％程度しかい
なく、さらに教員の先生方も標準語を
話す方ばかりで、地元にいながら、ア
ウェーの雰囲気で授業を受けたような
気がする。特にゼミの時間になると”
弘前”大学に在籍していながら、津軽
弁をしゃべれない（もしくは言っても
通じない）ことが辛く、大変であった
ことが今でも強く記憶に残っている。
それが私の最高の大学時代の思い出と
なっている。
　今でこそ、ビジネスの中では堂々と
津軽弁を使って（たまに通じないこと
もあるが）いるが、これはまさしく３０
年の年の功以外の何物でもない。
弘前大学での４年間は貴重。これから
の人生、津軽弁でも十分通じる”びょ
ん” ！

少なく、板を打ち付けただけの床だっ
たと思う。
　2年目に下宿から寮に移った。寮生
活も高学年になると楽しかった。寮で
はそれぞれの時節に行事があり、さま
ざまな奇行を見聞きした。今と違って
土曜日まで授業が組まれ、研究室の同
期の7人で日曜ごとに先生と弘前近郊
や西海岸へ地質調査に出かけた。その
夜は先生のおごりでよく飲んだので、
月曜1コマ目の専門の授業は皆でよく
サボった。研究室の仲間や先生、寮の
仲間とはよく議論した。教育学部の北
門付近にはプレハブ平屋の生協食堂が
あり、昼食時の混み合う時間には外に
長い列がはみ出ていた。研究室のすぐ
そばだったので、60円のラーメンを
時々おやつ代わりに食べに行った。大
学生活の仕上げには、卒論として未知
の土地へ地質調査にでかけた。農家に
泊めてもらい、最初は藪をかきわけ露

頭のありそうな川沿いを辿った。目の
前に白いマムシを見つけてしばらく動
けなかったこともあった。手入れされ
た杉林は歩きやすく、ペルム系のス
レートが多かった。歩きなれると森林
基本図に記入するデータが増えていっ
たが、調査範囲が広がるばかりで卒論
発表会が近付いても地質図としての体
裁が見えてこないのは辛かった。
　大学生活ではエネルギーを発散する
場がたくさんあり、経験した大小の諸
事は、社会に飛び込む通過儀礼のよう
なものだったのだろう。教育学部に職
を得て学生と接することになり、かつ
ての自分たちの大学生活と比較してし
まうこともあったが、最近では比べる
目安もなくなってきた。それまで家族
に守られ小中高と集団の中からはみ出
さないようにしてきた今の若者たちに
とって、大学卒業後の社会とのギャッ
プは果てしなく大きいと思う。

葛　西　法　男
昭和54年度　人文学部卒

鎌　田　耕太郎
昭和48年度　教育学部卒
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　最初に弘前大学に入学した36年前
は学内のあちこちに自治会、有志によ
る学内、社会の問題に対する立て看板
があり、演説、ビラ配りが頻繁に行わ
れ、学生集会も多く、単純に勉学した
いと思っていたに学生には迷惑な事も
多々ある状態でした。当時の授業料は
今と比べものにならないほど安く、生
活費もさほど必要とせず、経済的に自
立している学生も珍しくはありません
でした。現在の就職の困難さは過去と

卒業生の声卒業生の声

今、弘前大学を想う

　大学を卒業して30年以上が過ぎた
今、思い出というとやはり教養課程よ
りも学部での3・4年生の頃の学生時
代です。
　私が所属した蔬菜花卉園芸教室は、

卒業生の声卒業生の声

大学時代の思い出
奥村教授、奥瀬助教授、嵯峨助手の教
官3人体制でしたが、教授は花卉造園、
助教授、助手は蔬菜の専門でした。教
授は北大から赴任したばかりでしたが
当時は造園が目新しさもあって学生の
人気が高く、同期の8人の学生のうち
6人が卒業研究に造園を希望し、私を
含めた2人が蔬菜を希望しました。私
は奥瀬助教授の指導で、スイカのマン
ガン過剰障害について、マンガンの吸
収量と生理障害に対して鉄の吸収量が
及ぼす影響といった実験をしました。
前年からの継続実験で、マンツーマン
の指導でしたからある意味厳しいもの
でしたが、生産農家が現実に困ってい
る障害を解明するなど農家のためにな
る研究をするという考え方や、実験で
覚えたスイカの接木や水耕栽培などの
技術や方法などは、卒業してから現在
まで植物に関わった仕事に就いてきた

ことの原点であると思っています。
　さて、3年生と4年生は同じ学生控
え室でそれぞれ専用の机を使用できる
ことは今でも同じだと思いますが、当
時は実験や講義の合間によくグラウン
ドへ出て3・4年合同でソフトボール
をやったものです。もちろん3人の先
生方もたまに一緒に楽しみましたが、
やりすぎてもっと勉強しろと怒られた
こともあります。収穫祭の時の試合で
優勝し祝杯を挙げたことも、何年か前
に、当時の賞状が教室の壁に張られて
あるのを見て楽しい思い出としてよみ
がえりまえした。学生の皆さんには、
研究に専念することはもちろんです
が、先輩や後輩、先生方とのお付き合
いをたいせつにし、今後社会人として
活躍していただきたいものです
　　　　　　

は比べものにならないと言われるかも
しれませんが、当時も第一次、第二次
オイルショックがありました。それで
も学生の多くは、就職は大学生活が終
わった後の問題と考え、4年間の殆ど
を大学での活動や学問に費やすことが
できました。
　最初に在籍した理学部物理学科の先
生方には学問以外にも多くの事を教え
て頂きました。学生運動で逮捕され、
懲役刑が確定した学生に対する大学の
処分に反対し、退学後も学生を精神的
に支援し、再起させた先生には良心の
示し方を。多くの時間を学生と酒を飲
み、語ることに裂いてくださった先生
には何事も受け入れる優しさを。ドイ
ツ語に堪能で、見事なリートを歌われ
る先生は講義にはいつも何も持たずに
こられました。白いチョークのみで黒
板を数式で満たしながら、簡単な仮
説、原理から見事に難解な結論を導い
ていかる先生には知性への憧れを。時
計の様な正確さで毎日を規則正しく過
ごされ、淡々と実験、講義をこなす先
生には継続と謙虚さの大切さを。30

年以上経つと、思い出は心地よいもの
となっていました。
　弘前大学のこれまでの60年間の最
大の功績は、多くの有能な人材を世に
送り出し続けてきた事だと思っていま
す。現代社会はいろいろな危機に直面
しており、多くの分野で多種多様な人
材が求められる時代となり、今後も大
学の果たす役割は大きく、責任は重い
と思います。しかし、教育より大学入
学試験への画一的な対策を本分とした
高校に通い、国民の経済格差拡大と国
の高等教育への投資削減により、経済
的弱者の子弟には狭き門となり、十分
な教育環境を整えられなくなった大学
に入り、学部によっては入学しても2
年もすれば就活と称した企業巡りに追
われ、大学での十分な活動、学問の時
間さえ与えられずに世に送り出される
学生が当たり前の時代となりました。
これでは人材の育成は難しいと思いま
すが、大学にはこの問題を克服し、今
後も多くの人材を世に送り出し、学生
達がいい思い出をもてる存在で有り続
けていて欲しいと願っています。

佐々木　幸　雄
昭和56年度　理学部
平成元年度　医学部

小　林　　　勝
昭和51年度　農学部卒
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弘前大学創立６０周年記念学生参加事業弘前大学創立６０周年記念学生参加事業

　弘前大学フィルハーモニー管弦楽団
による創立40周年記念演奏会が平成
21年6月21日（日）に弘前市民会館で
開催されました。
　 当日は、600人弱の来場者があり、
第１部は、「春の声（ヨハンシュトラウ
ス）」「道化師組曲（カバレフスキー）」
「大学祝典序曲（ブラームス）」、第2

部は、「ラプソディ・イン・津軽、遠
き神々の物語（いずれも安達弘潮作
曲）」を現役団員の他、OB・OGを加
えた約100名で演奏しました。
　今回は、クラッシックのほかに津軽
を題材とした音楽も演奏し、地域の
方々を中心に幅広い年齢層の方によ
り、クラシックを身近に感じて頂ける
演奏会となりました。また、第2部の
「遠い神々の物語」では、語り部に伊那
かっぺい氏を迎え、会場が一体となっ
て物語りを楽しみました。

  また、平成21年11月22日（日）に
弘前市民会館で第40回定期演奏会を

行う予定になっています。

　弘前大学劇研マップレスによる第
112回新人公演が平成21年6月27日
（土）28日（日 )に弘前市上瓦ヶ町に
あるスペースデネガで開催されまし
た。
　今回の公演は、松本大洋脚本の「メ
ザスヒカリノサキニアルモノ若しくは
パラダイス」を星川渓（人文学部2年）
が演出し、2日間に約100名の来場者
がありました。
　公演後、劇研マップレスの代表者
は、「今年度、入部した新人に大きな
舞台を経験させてあげることができた
こと。また、劇研マップレスとしても
30周年公演として一つの足跡を残す
ことができた。」との感想があった。

                                                   

      

弘前大学フィルハーモニー管弦楽団
「弘前大学フィルハーモニー管弦楽団創立40周年記念演奏会」

劇研マップレス　「第112回新人公演」



　平成21年7月4，5日の2日間にわ
たった山行は、弘前大学体育会探検部
の皆さんのお蔭で無事下山することが
出来ました。
　小屋泊まりのため、それぞれの持ち
物もシェラフ等かなりの重量になりま
したが、それ以上に探検部員は、テン
ト、水、食料と我々一般参加者の分も
持ってくれましたが、不満も言わず
黙々と最後まで我々を導いてくれまし
た。
　初日は雨で、酸ヶ湯からの直登で汗
と雨水でグチョグチョになりながらひ
たすら登り、毛無岱あたりから天候が
回復して、高山植物を観ながら、大岳
避難小屋着。昼食小休止後、井戸岳、
赤倉岳を登り、北八甲田山を満喫しま
した。楽しみの夕食は、探検部員が調
理してくれた炊き込み飯、スープ、缶
詰と梅酒で親睦会と疲れも忘れました。

　2日目5時起床、探検部員調理の雑
炊を腹に詰めた後、大岳に向け、出発。
ガスが出ていましたが、頂上に無事到
着。そして、無事下山後は、酸ヶ湯温

泉で汗を流し、大学で解散しました。
　今回参加した者は、満足したと思い
ます。探検部の皆さんに改めて、感謝
申し上げます。 （学生課　奈良岡康則）

探検部「北八甲田登山」

　弘前大学邦楽愛好会による七夕コン
サートが平成21年7月11日（土）に
弘前大学創立50周年記念会館みちの

くホールで開催されました。
　 今回の演奏会では、ポスターとチ
ラシを作成し、地域の商店や公共施設

などにポスターとチラシの掲示をお願
いした結果、ここ数年間の間では最高
の80人の来場者がありました。演奏
会では、「六段の調べ」「かわいい踊り
子」「元禄花見踊」の他４曲が演奏され
ました。
  今回の演奏会で部員の及川さんは、
「尺八も三味線も琴も全部演奏したの
で、緊張して胸がドキドキしました。
でもアンケートの結果が良く、今後も
やりがいを感じました。」と語りまし
た。
　また、平成21年12月19日（土）に
弘前大学創立50周年記念会館みちの
くホールでクリスマスコンサート行う
予定となっています。

邦楽愛好会　「七夕コンサート」
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ⅡⅡ 研究室紹介研究室紹介

　本研究室では、動物の生態・行
動を主に「捕食・被食」の視点か
ら研究している。
　多くの動物の毎日の生活は、
一方で「適切な種類の食物を、必
要なだけが入手する」ことと、他
方で「自分自身が他の動物のエ
サにされてはならない」ことの、
しばしば矛盾する2つの大きな
動機から成り立っている。動物
たちはこの問題をどのように解
決しているのだろうか。その視
点から彼らの日常の生活を調べ
ることは興奮を伴う仕事であ
る。
　具体的に扱っている動物は、
魚類と、魚食性鳥類とである。こ
れまでに扱ってきた魚の生息場
所は、近年に限っただけでも、溜
池や水田・水路、河川、海岸の潮
間帯など様々だが、いずれも私
たちの比較的身近にあるもので
ある。一方、魚食性鳥類にはサギ
類やカイツブリ類、カワセミな
どがあり、ひとことに「魚食性」
と言っても、潜水するもの、浅い
水域を歩くもの、ダイビングす
るものなど様々である。これら
の鳥類もやはり目にする機会が

少なくないものたちばかりであ
る。
　研究の手法としては、野外で
行うものと実験室で行うものと
がある。実験室で行う研究でも、
解明すべき現象は野外で生じて
いることであり、そのことを念
頭におきながら作業するわけで
ある。
　野外の仕事の基本は、とにか
く現場でよく観察することであ
る。このことを抜きにしては動
物の生態の解明はできない。肉
眼や双眼鏡・望遠鏡による目視
観察は最重要であり、夜明け前
から日没まで、野外調査地で一
定時間おきに環境を測定しなが
ら対象の動物を見ていることが
毎年頻繁にある。
　ビデオ録画もよく用いる。野
生動物には昼夜ともに活動する
タイプのものは決して少なくな
いし、動物たちが夜間をどう過
ごしているかを知ることは非常
に重要だが、目視での夜間観察
には限界がある。しかし近年は
赤外線の投射機能のついたカメ
ラが安価で利用できるので、昼
夜を問わず録画が可能である。

それでも、録画にあたっては機
材（電源を含めて）の設置場所に
悩むことも多いし、悪天候や予
想外の出来事に遭遇することも
ある。カメラによる連続録画の
ほか、動物を捕獲して電波発信
機を装着し、個体の動きを追跡
することもあるが、動物がどこ
へ行くのかは追跡して初めて分
かることも多い。総じて、何が起
きるか分からないところが野外
研究に付きまとう問題である
が、だからこそ面白さも倍増す
ると言えよう。
　室内実験も補助的に行うこと
がある。魚類の場合には水槽の
中での飼育が容易であり、実験
を行うことも比較的に楽であ
る。室内の一定条件下ではどの
ような活動周期を示すのか、酸
欠（野外の小規模な池では珍し
くない）が生じたとき、どのよう
な反応を起こすのか、魚種によ
るその違いはどうか、捕食者が
接近するとどのような行動を起
こすのか、これらの実験結果は
野外観察の結果と併せて、野外
で実際に生じている現象の解明
に役立っている。一方、鳥類は飼

農学生命科学部 生物学科 動物生態学農学生命科学部 生物学科 動物生態学

佐原研究室



ゴイサギの巣にカメラ設置作業中

Ⅱ  研究室紹介
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育が難しいが、それでも可能な
場合には、どのような種類のエ
サを選択的に捕食するのかとい
う問題などに実験的に取り組ん
できた。
　捕食者が近くにいた場合に動
物の行動はどう変化するのだろ
うか、それは当の動物が野外で
実際に示す行動と一致するの
か、違うとすれば、その理由は何
か、問題はどこまでいっても極
めつくすことがない。
　ところで、野外で動物の生態
を調べていると必ず直面するの
が保全問題である。自然は急速
に変化しつつある。生息地の破
壊や有害な外来種の持ち込みな
ど、かつては人間の身近に普通
にいた生き物が次々にレッドリ
ストに載る背景には深刻な状況

がある。単に動物の生態・行動を
調べているだけでは自然は守れ
ない。しかし、その生物の生物学
を知らずに保全することもまた
不可能である。現代は困難な課
題をつきつけられている時代と
いえよう。ここから、青森県内に
も何カ所か設定されている「ビ
オトープ」の問題にも関心を持
つようになった。ビオトープの
生物たちのありようと、そこに
来訪する人間の行動も調査の対
象である。
　さらに、ここ何年かの野外調
査地が主に水田地帯だったこと
から、溜池や水田にすむ動物を
もう少し広く調べている。そこ
から、特に魚食性でなくとも溜
池で繁殖する鳥類の生態や、カ
エル類の生態にも関心を持ち始

めている。
　上記のことは私自身の関心事
でもあるが、それだけではない。
何よりも「自分が面白いと思う
ことをやる」ことが研究には最
重要である。私自身の興味の及
ぶ範囲内であれば、院生・学生自
身が以前からやりたいと思って
いたテーマを本人に追究しても
らい、私は単なる助言者に留ま
ることもある。
　文献の読み合わせも大事であ
る。野外の作業の忙しい時期に
はなかなか時間を取るのは難し
いので、シーズンオフに集中し
て行っている。また、隣接する野
生生物管理学研究室とは合同で
学部学生のゼミを行っている
し、野外で人手の要るさいには
相互に援助し合っている。
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　5月から農学生命科学部に着任いた
しました。これまではリンゴの単為結
果性（種なし）の機構、花芽形成およ
び花器官形成遺伝子の機能について
研究してきました。リンゴ農家出身
で、生まれた時からリンゴが身近にあ

る生活をしてきました。弘前はリンゴ
の大産地なのでいろいろなことを新
しく吸収していき、これからもリンゴ
の研究ができることを楽しみに研究
に取り組んでいきたいと思っており
ます。よろしくお願いします。

園芸農学科
園芸農学コース
助教

田 中 紀 充

農
学
生
命
科
学
部

ⅢⅢ 新任教員自己紹介新任教員自己紹介

　このたび7月より理工学部地球環境
学科に助教として着任致しました高橋
龍一と申します。よろしくお願いしま
す。名古屋から参りました。
　まだ1、2ヶ月しか過ごしておりま
せんが、古い町並みの残る弘前は大変
気に入っております。研究は宇宙理論

の研究をしております。
　宇宙の膨張史や、重力、相対性理論
に関連する研究をしております。
　どうぞよろしくお願い致します。

理工学研究科
助教　

高 橋 龍 一

理
工
学
研
究
科

ⅣⅣ けいじばんコーナーけいじばんコーナー

平成２１年度　学生・ボランティア活動助成平成２１年度　学生・ボランティア活動助成

　平成２１年度学生ボランティア活動助成の募集に
ついて８件の申請があり、下記の団体が承認されま
した。選考結果の通知は，平成２１年６月２３日（火）
に学長から交付されました。

団　体　名 申　請　代　表　者　名
児童文化研究部（KIDS’） 木　村　恵　理 （教育学部）
僻地教育研究会 齋　藤　有希乃 （教育学部）
さくらボランティア 千　葉　祐　奈 （教育学部）
ひまわりサークル 田　中　美　里 (医学部保健学科）
SaBoTen（サボテン） 高　橋　美　佳 （教育学部）
環境サークルわどわ 浅　沼　慎　也 （理工学部）
teens & law（青森家庭少年問題研究会） 野　中　隆　弘 （教育学部）
アダプテッドスポーツサークル 佐　野　歩　美 （教育学部）
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第６０回東北地区大学総合体育大会開催第６０回東北地区大学総合体育大会開催
　第６０回東北地区大学総合体育大会
は、東北地区大学体育連盟加盟の４８大
学が参加して、６月１２日（金）～１１
月１日（日）の日程で開催されていま
す。
　弘前大学では、ソフトテニス（６月
１９日～２３日）が弘前市運動公園テニ
スコート及び岩木山総合運動公園テニ
スコートで２４大学１１３名、剣道（９月
２７日）が青森県武道館で４３大学２３９
名が参加して開催されました。
  どちらの競技とも、各競技場で熱戦
が繰り広げられました。

「学長と新入生の保護者との懇談会」を実施「学長と新入生の保護者との懇談会」を実施
　本学では、学生の保護者への情報提
供、連携体制の強化を図ることを目的
として、７月４日～７月２５日までの間、
新入生の保護者を対象とする懇談会を
実施しました。
　懇談会は、学長が４地区（弘前、札
幌、仙台、東京）に出向き、弘前大学
の現状、教育体制、就職支援体制及び
クラス担任制度・相談コーナー等学生
への諸支援体制などについて説明し、
４会場で合計１８９名の出席がありまし
た。
　質疑応答では、学生の成績表の通
知、就職支援の取組、学生寮について
など学生生活についての質問・要望等
活発な意見交換が行われました。
　この懇談会の実施により、保護者の
方々の本学に対する理解が深められる

とともに、学外者からの視点で見た弘
前大学に対する意見、要望・提案等を

伺うことができ、今後の管理・運営の
一助となりました。
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よさこいサークル弘前大学生活協同組合からよさこいサークル弘前大学生活協同組合から
　物品援助　物品援助
　弘前大学 YOSAKOIサークル hirodai 
焔舞神は，課外活動活性化のために弘
前大学生活協同組合から鳴子３０個の寄
付を頂きました。 
　寄付を頂いた直後に開催された第１０
回よさこい津軽（６月２８日）では，新し
い鳴子と今年購入した今年度購入した
よさこい籏ととも熱気あふれる踊りを
披露しました。

Ⅴ  けいじばんコーナー

　今年は弘前大学創立60周年という
ことで、いろいろな行事や記念事業な
どが行われている。「学園だより」もこ
れにあやかり２回にわたり特集を組む
こととなった。正直なところ「なんで
60周年（行事や記念事業）なんだろ
う？」という疑問があった。たぶん、
同様に思われた方も多いのではないだ
ろうか？その答えは「人間にたとえる
と還暦」とのこと、思わず「なるほど」

と納得した。たしかに「こじつけ」に
も思えるが、擬人化する事により日本
文化の香りや血の通った暖かみも感じ
る。
　さて本号では、60周年における学
長や在学生の式典の式辞をはじめ、卒
業生のなどいろいろな方々人の声が綴
られている。一気に読んでみるとなか
なかおもしろい。そう、ちょうどワイ
ンを飲んでいるような感じである。例

えていえば、学長の文はオールドビン
テージのようで複雑味のある味わいや
深さがあり、卒業生の文はまさに飲み
頃のパワーと円熟みがあり、在学生の
文はヌーボのように非常にフレッシュ
である。
　今後、弘前大学が喜寿、米寿、白寿
と迎えていった時、はたしてどんな味
わいに変化しているのだろうか。

（松）



　弘前大学生活協同組合で販売している弘前大学オリジナルグッズは４０アイテムを超えています。新しく仲
間入りしたもの、高い人気で好調に利用されているものなどを中心に紹介いたしますので、今後ともご利用
をよろしくお願い申し上げます。

【定番として高い人気を誇るアイテム】【定番として高い人気を誇るアイテム】
　●●日本酒弘前大学 ￥2000（1本）
　●弘大アップルケーキ ￥180（1ヶ）
　●弘大農場製紅玉ジャム ￥500（1瓶）
　●弘大農場りんご （11月より受付）

【外来者用おみやげで利用の多いもの】【外来者用おみやげで利用の多いもの】
　●徽章入り藍染ハンカチ ￥1050（1枚）
　●ポストカード・絵葉書 ￥100 ～（1枚）

【60周年記念グッズ】【60周年記念グッズ】
　●日本酒弘前大学大吟醸 ￥3200（1本）
　　※21年製造分は完売。ありがとうございました。
　●りんごキューピーストラップ  ￥500（1本）
　●弘大オリジナルカレー（仮称） ￥未定
　　※現在開発中で近々デビューの予定です。

広 告広 告
弘前大学60周年記念グッズも開発しました弘前大学60周年記念グッズも開発しました

弘前大学オリジナルグッズ弘前大学オリジナルグッズ

秋の生協まつり秋の生協まつり
11月は恒例の生協まつり企画を開催します。期間
中は超お買い得品や抽選くじを用意して、組合員
の皆さんに楽しんでいただきます。

●開催日（予定）●開催日（予定）

１１月9日（火）～ 14日（金）１１月9日（火）～ 14日（金）
※10月に発行される生協まつりチラシで企画内容
などご覧下さい。

卒業生フェアー 卒業生フェアー 
卒業予定の組合員の皆様に、卒業までのいろいろ
な準備の支援、生協出資金返還手続きなど、この
場でまとめてできるよう、フェアーを開催いたし
ます。

■開催日（予定）■開催日（予定）

１１月24日（火）～ 27日（金）１１月24日（火）～ 27日（金）
※10月にチラシ、DMで詳しくご案内いたします。

教職員・院生組合員懇教職員・院生組合員懇
談会を開催いたします。談会を開催いたします。
　11-12月で各学部、部署ごとの教職員・院生懇
談会を予定しています。
　日ごろ生協を利用して感じていること、こうな
ればもっと利用できるなど、いろいろ生協に対す
るご意見をいただく場として開催いたします。
　10月に学部理事・総代より日時と会場をご案
内いたしますので、多くの組合員のご参加をお願
い申し上げます。

11月は生協強化月間！11月は生協強化月間！
「組合員の、組合員による、「組合員の、組合員による、
　組合員のための生協づくり」　組合員のための生協づくり」
　　　　　　　がテーマです。　　　　　　　がテーマです。
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